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乱数データを用いた最適線形判別関数（OLDF）の評価  
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1はじめに  

これまで、フィッシャーのあやめのデータと医学データを用いて、整数計画法を用いた最適線形判別関  

数（IP－OLDF）の評価を行ってきた。そこで得られた知見を、乱数データを用いて検証したい。   

2 乱数データ  

Speakeasy（文献2）を用いて、2変数の正規乱数x＝N（0，1）＊2とy＝N（0，1）を400偶作成した（図1）。それを、  

100件＊2変数の4組の2群判別データとした。2組を内部標本GlとG2として、残り2組をそれらに対応する外  

部標本G3とG4とした。  

さらに、Gl群は、0度、30度、45度、60度、90度で回転したっG2群は、Ⅹに0から8までの整数を、yに0、2、  

4を加えて、平行移動した。このようにして作  

られる5＊g＊3組み合わせから、115組の2群判  

別の内部標本（GlとG2）と外部標本（G3と  

G4）を作成した。 
例えば、D12A30はG2群のⅩとyに1と2を加  

え、Gl群を30度回転した内部標本と外部標  
本のデータを表す。フィッシャーの線形判別  
関数は、Di甚0のデータで、理論的前提を満  

たしていると考えられる。  

3解析結果  
本データを、IP－OLDF、LP－OLDF、線形  

判別分析、2次判別分析で分析した。乱数  

データであるので、事前確率は、0．5対0．5  

で問題はないだろう。  

表1は、誤分類数の基礎統量である。FITはフィッシャーの内部標本での判別結果である。FETはフィツ  

シヤーの外部標本、0IT  

はPLDFの内部標、  
OETはOLDFの外部標  

本、QITは2次判別の内  

部標本、QETは2次判  

別の外部標本での判別  

分析の誤分類数を表す。  

内部標本の中央値を見  

ると、0汀くQ汀くF汀にな  

っている。最適線形判  

別が、2次判別より良い  

ことは注目に値する。し  

表14組のデータの基礎統量  

標準  標準  
莞準偏差誤差 重度 誤差 尖  

1
 
0
 
鰍
霊
6
。
糾
錮
7
乃
‖
＝
柑
ム
。
。
 
h
≒
ロ
1
0
－
0
0
〇
一
3
8
5
 
計
 
 
 
 
 
 
－
－
1
 
 
 
9
 
5
 
6
 
4
 
8
 
4
 
3
 
2
 
0
 
1
 
 

墾
－
－
－
 
 

3
 
Q
 
 

RT  17．017  

FET  22．165  

0IT  13．ヰ35  

0ET  21．939  

QIT  15．8－8  

QET  20．122  

日TOrr   3．583  

QrTOIT   2．243  

fモTOET O22¢  
QETOET －1月1了  

17．6201．糾3  

20．4551．907  

15．8241．476  

19．7481．841  

16．5941．5ヰー  

19．0881．772  

7
 
（
0
 
2
 
3
 
亡
U
 
2
 
 

2
 
3
 
2
 
3
 
2
 
3
 
 

ヰ
 
尺
V
 
2
 
7
 
（
J
 
5
 
 

1ヱ50 0，226 0．622  

1．089 0．22（；0．282  

1．274 0．226 0．588  

1．168 0．228 0．502  

1．122 0．226 0．1之0  

l．023 0228－0．019  

2  5  2．800 0．2611．668 0．226 4．755  
ー
 
2
 
3
 
 

3  2．455 0．229 1，020 0．226 2．444  

2  3．1210．281 0．200 0，226 0．081  

q  3．之59 0．304 －q．84之 q．之26 8瓜†2  

かし、外部標本ではOET＝QETくFETである。  

FITOITは、FITからOrTを引いたものである。線形判別に比べ、IP－OLDFは3．6例ほど誤分類数が少  

ないことが分かる。平均値の標準誤差が0．261なので、t値は13．7となり棄却される。中央値は3で、範囲  

は17で、四分位範囲は3で、標準偏差は2．8である。歪み度は1．66Rで、標準誤差が0．226なので、右に  
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歪んだ分布である。尖がり度は4．755で、標準誤差が0．447なので、かなり右に裾を引いた分布であること  

がわかる。  

Q汀0ITの平均値は2・243（標準誤差0・229）で、中央値は2である。2次判別関数より、2例誤分類数が少  

ないことが分かる。最大値は13例で、最′ト値は－3例である。歪み度と尖り度から、右に裾を引いた分布で  

あることが分かる。   

FETOETの平均は0．226で、標準誤差が  

0．291なので、線形判別とIP－OLDFの外部標  

本の誤分類数に差がないと考えられる。中央  

値も0である。最大値と最′卜値は8と－8であり、  

Q3とQlは2と－2である。歪み度と尖り度は、  

検定で0と考えられるので、正規分布と考えて  

もよさそうだ。  

Q巨TOETの平均は－1．817で標準誤差が  

0．304なので、負と考えられる。すなわち内部  

標本では、IP－OLDFが良かったが、外部標本  

では2次判別のほうが－1．8例ほど成績がよい。  

中央値－1である。歪み度と尖り度から、少．し  

左皐こ裾を引いた分布であることがわかる。   

函2は、FiTをOiTで回帰したものである。回  

帰式は、  

FIT＝2．181＋1．1040IT  

であり、相関係数は0．991と高い。従来の判別関数の誤分類数は、事前確率やリスクの導入で誤分類数が  

異なってくる。IP－OLDFの利点の一つは、誤分類数がユニークに決まるので、各種判別手法の成果を比  

べる基準に用いることができ．る。   

図3は、Q汀をOITで回帰している。回帰式  

は、  

Q汀＝1．735十1．0380IT  

である。相関係数は0．990である。CPDのよう  

な現実のデータと異なり、乱数データである  

ので、それほど当てはまりも悪くない。  

他の回帰分析は、次の通りである。  

FET＝5．122＋1．2690IT  

OET＝5．430十1．229（〕IT  

QET＝4．399＋1．1700nl  

4鮨革  
IP－OLDFの誤分類数は、説明変数が増加  

するにつれ単調減少し、データに対しユ  

ニークにきまる。今回は、CPDデータで得られた結果を乱数データで確認することにした。  
今後の課題として、判別分析における多重共線性の問題点を乱数データで確認したい。  
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